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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
28
年
度
定
期
総

会
を
5
月
21
日
午
前
10
時
半
か
ら
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
で
開
い
た
。
47
人
が
出
席
。
竹
内
菊
世
会

長
の
あ
い
さ
つ
（
別
項
）
に
続
い
て
、
同
会
長

を
議
長
に
議
事
を
進
め
、
27
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
は
役
員
改

選
の
年
で
は
な
い
が
、
鳥
羽
俊
明
氏
の
辞
任
に

伴
い
空
席
と
な
っ
て
い
た
副
会
長
に
、
丁
山
俊
彦
理
事
。

さ
ら
に
新
理
事
に
山
口
久
雄
、
小
川
公
三
の
両
氏
を
起
用

す
る
人
事
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し

た
。
こ
の
後
、
28
年
度
の
事
業
計
画
、
同
収
支
予
算
案
の

提
案
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
来
年
が
ペ
ン
ク
ラ
ブ
発
足

50
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
特
別
事
業
と
し
て
記
念
誌
の
発

刊
を
計
画
。
29
年
9
月
刊
行
を
目
途
に
準
備
段
階
に
入
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
恒
例
と

な
っ
て
い
る
県
民
文
化
祭
参
加
の
協
賛

事
業
は
、
3
年
前
の
富
士
正
晴
、
一
昨

年
の
野
上
彰
、
昨
年
の
モ
ラ
エ
ス
に
続
き
、
今
年
は
「
日

本
の
Ｓ
Ｆ
小
説
の
父
」と
称
さ
れ
る
徳
島
市
出
身
の
作
家
・

海
野
十
三
（
う
ん
の
・
じ
ゅ
う
ざ
）
を
取
り
上
げ
る
。
同

時
に
、
次
号
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
も
特
集
で
「
海
野
十
三

の
世
界
」（
仮
題
）
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
が
そ

れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
春

と
秋
の
2
回
実
施
し
て
き

た
文
学
旅
行
は
、
新
年
度

か
ら
春
は
「
文
学
散
歩
」

に
衣
替
え
。
第
1
回
目
は

去
る
4
月
29
日
、
眉
山
の

阿波観光ホテル

秋秋秋
ののの
協協協
賛賛賛
イイイ
ベベベ
ンンン
トトト
ははは「「「
海海海
野野野
十十十
三三三
」」」

28年度 定期総会28年度 定期総会

47
人
出
席

副
会
長
に
丁
山
氏
、理
事
に
山
口
、小
川
氏

174号
平成28．6．30

門
付
芸
の
実
演
と
お
話
し

辻
本
一
英
さ
ん

門
付
芸
の
実
演
と
お
話
し

辻
本
一
英
さ
ん

㊤
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保

存
会
の
中
内
正
子
会
長

が
、
初
代
天
狗
久
作
の

「
え
び
す
頭
」
を
披
露

㊧
は
、
ツ
メ
頭
「
お
福
」

の
解
説
を
す
る
辻
本
一

英
さ
ん

（１）
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麓
、
南
佐
古
山
麓
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
、
木
村
義
次
会
員
が
緊
急
発
言
を
求
め
、
今
回
の
総
会
の

会
員
へ
の
案
内
が
不
十
分
で
、
総
会
軽
視
も
は
な
は
だ
し
い
。
も
っ
と
心
し
て

や
っ
て
ほ
し
い
、
旨
の
強
い
口
調
の
苦
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
別
の
会
員
か
ら

は
、
総
会
で
の
議
決
に
関
し
て
「
欠
席
会
員
か
ら
委
任
状
を
な
ぜ
と
ら
な
い
の

か
」、「
第
16
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
は
、
受
賞
者
が
ほ
と
ん
ど
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」な
ど
の
疑
問
も
出
さ
れ
、

い
つ
に
な
く
緊
迫
感
の
漂
う
総
会
と
な
っ
た
。

総
会
に
続
い
て
は
、
理
事
会
員
・
辻
本
一
英
氏
（
芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代

表
）
に
よ
る
講
演
と
門
付
芸
「
三
番
叟
ま
わ
し
」
な
ど
の
実
演
を
楽
し
ん
だ
。

辻
本
氏
は
徳
島
県
内
の
伝
統
芸
能
や
生
活
文
化
の
調
査
研
究
に
長
年
取
り
組

み
、
門
付
芸
の
ほ
か
大
道
芸
の
「
箱
廻
し
」、祝
福
芸
「
芝
原
え
び
す
舞
」
な
ど

を
復
活
さ
せ
、
全
国
各
地
で
人
権
・
同
和
問
題
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
27
年
度
の
「
水
木
十
五
堂
賞
」
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ

れ
た
ば
か
り
。

こ
の
日
は
、
三
番
叟
ま
わ
し
、
箱
廻
し
の

お
話
や
徳
島
に
お
け
る
門
付
芸
の
盛
衰
の
歴

史
な
ど
珍
し
く
、
し
か
も
興
味
深
い
話
を
た

っ
ぷ
り
。
そ
の
後
、
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保

存
会（
辻
本
氏
は
顧
問
）の
中
内
正
子
会
長
、

南
公
代
副
会
長
ら
も
加
わ
っ
て
、
人
形
を
使

っ
て
の
解
説
付
き
実
演
。
三
番
叟
ま
わ
し
や

箱
廻
し
の
ほ
か
、
こ
の
春
復
活
さ
せ
た
ば
か

り
の
「
福
ま
わ
し
」
も
披
露
さ
れ
た
。
初
代

天
狗
久
の
作
っ
た
え
べ
っ
さ
ん
の
頭
の
紹

介
、
箱
廻
し
の
人
形
の
手
の
使
い
方
の
実
演

も
あ
り
、
興
味
の
尽
き
な
い
1
時
間
20
分
余

だ
っ
た
。

最
後
は
、
席
を
別
室
に
移
し
て
の
懇
親

会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ

竹

内

菊

世

本
日
は
、
平
成
28
年
度
の
打
っ
た
て
と
な
る
総
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
日
本
が
落
ち
着
か
な
い
ま
ま
に
、
ま
た
九
州
で
の
災
害
が
続
き
、
日

本
列
島
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
心
配
な
こ
と
で
す
。

幸
い
に
し
て
四
国
徳
島
は
、
昭
和
21
年
の
南
海
大
震
災
以
降
、
怖
ろ
し

い
目
に
合
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
今
夜
か
も
明

日
か
も
し
れ
な
い
訳
で
、
天
の
み
ぞ
知
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
今
こ
う
や

っ
て
仲
間
が
集
い
、
好
き
な
事
柄
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
相
互
に
理
解
を

深
め
あ
え
る
こ
と
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
こ
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
50
年
の
節
目

に
当
た
り
ま
す
。

五
十
年
記
念
誌
を

発
刊
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
50
年
と

い
う
節
目
に
、
う

ま
く
居
合
わ
せ
た
こ

と
の
記
念
に
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
な

ん
ら
か
の
形
で
執
筆

し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
秋
の
県
民
文
化
祭
協
賛
事
業
で

は
、
富
士
正
晴
、
野
上
彰
、
モ
ラ
エ
ス
に
引
き
続
き
、
今
回
は
海
野
十
三

を
顕
彰
し
よ
う
と
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
ご

参
加
頂
い
て
、
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
は
、
経
験
豊
か
で
、
そ
の
道
を
極
め
ら
れ
た
立
派
な
方
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
毎
年
お
一
人
ず
つ
お
話
を
し
て
頂
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
昨
年
よ
り
大
い
に
話
題
を
振
り
ま
い
て
お
ら

れ
る
辻
本
一
英
さ
ん
に
ご
登
場
願
い
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
ご
堪
能
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は
和
や
か
に
会
話
が
弾
む

（２）



50周年
記念誌

会
。
新
入
会
員
の
紹
介
の
ほ
か
、
会
長
指
名
に
よ
る
意
見
発
表
や
自
己
Ｐ
Ｒ
場

面
も
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
懇
親
会
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
三
輪
和
子
会
員
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で
締
め
た
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
2
0
1
6
年
度
理
事
・
役
員

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順

太
字
は
新
任
、
敬
称
略
）

顧
問

山
下
博
之
▽
参
与

上
野
隆
、
岸
積
、
木
村
喜
美
子
▽
会
長

竹
内

菊
世
▽
副
会
長

蔭
山
美
紗
子
、
鈴
木
綾
子
、
田
上
倉
平
、
丁
山
俊
彦
、
西
池

冬
扇
▽
理
事

安
曇
統
太
、
小
川
公
三
、
上
窪
青
樹
、
木
村
英
昭
、
楠
本
邦
利
、

杉
田
卓
弐
、
竹
内
紘
子
、
辻
本
一
英
、
福
島
誠
浄
、
船
越
淑
子
、
萬
宮
千
鶴
子
、

山
口
久
雄
▽
会
計

上
窪
則
子
▽
監
事

新
開
英
毅
、
二
橋
満
璃
▽
事
務
局

桂
ゆ
た
か
、
正
木
孝
枝
、
山
崎
純
世

（
5
月
21
日
現
在
）

杉
田
編
集
長
、
病
気
で
辞
任

後
任
に
田
上
、
鈴
木
両
副
会
長

6
月
4
日
県
立
文
学
書
道
館
で
あ
っ
た
定
例
の
理
事
役
員
会
の
冒
頭
、
竹
内

会
長
か
ら
、
杉
田
卓
弐
理
事
が
病
気
の
た
め
、
50
周
年
記
念
誌
の
編
集
長
並
び

に
理
事
の
座
を
辞
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
善
後
策
を
協
議
し
た
。そ
の
結
果
、後
任
の
編
集
長
に
田
上
倉
平
、
新
た

に
設
け
た
副
編
集
長
に
鈴
木
綾
子
の
両
副
会
長
が
当
た
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

記
年
誌
は
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
と
合
併
号
と
す
る
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て
い

る
。
記
念
誌
編
集
は
杉
田
編
集
長
の
も
と
で
進
め
て
き
た
方
針
を
踏
襲
。
ス
タ

ッ
フ
の
編
集
委
員
も
杉
田
氏
以
外
全
員
留
任
。
編
集
委
員
会
室
は
従
来
ど
お
り

「
丁
字
堂
」
に
置
か
せ
て
い
た
だ
く
。
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
発
足
50
年
と
な
る
平

成
29
年
秋
、
発
刊
を
目
指
す
。

田
上
新
編
集
長
は
「
杉
田
編
集
長
を
推
薦
し
た
立
場
か
ら
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
を
決
断
し
た
。
編
集
委
員
だ
け
で
な
く
、
全
会
員
の
お
知
恵
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
50
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
号
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
選
集
」34
号
の
原
稿
募
集

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
パ
ー
ト
34
（
12
月
下
旬
発
行
予

定
）
の
原
稿
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

特

集

「
日
本
Ｓ
Ｆ
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
海
野
十
三

を
顕
彰
し
ま
す
。
今
回
も
ペ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
、
秋
の
県
民

文
化
祭
参
加
事
業
「
徳
島
が
生
ん
だ
Ｓ
Ｆ
の
父

海
野
十

三
」に
呼
応
、特
集
で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

海
野
は
Ｓ
Ｆ
作
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
科
学
者
、
探

偵
作
家
、
少
年
小
説
家
、
漫
画
家
、
翻
訳
家
、
海
軍
報
道

班
員
…
な
ど
実
に
多
彩
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
か

ら
戦
後
に
か
け
て
の
51
年
の
比
較
的
短
い
生
涯
な
が
ら
、

そ
の
多
彩
な
活
躍
ぶ
り
は
人
間
業
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
会

員
の
中
に
も
、
若
い
頃
彼
の
作
品
を
夢
中
に
な
っ
て
読
ん

だ
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
集
で
は
、
作
品
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
と
な
り
を
多

面
的
に
顕
彰
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
原
稿

2
0
0
0
字
ま
た
は
4
0
0
0
字
。
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
等
入
れ
る
場
合
は
そ
の
分
、
文
章
を
短
く
。

一
般
原
稿

一
部
変
更
し
ま
し
た
。
随
筆
は
2
ペ
ー
ジ

分
、
2
0
0
0
字
。
短
歌
、
俳
句
等

は
2
ペ
ー
ジ
分
、
15
首
（
句
）。詩
、

連
句
は
2
ペ
ー
ジ
分
。

●
掲
載
料

前
号
か
ら
一
部
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
作
品
は
2
ペ

ー
ジ
分
7
0
0
0
円
、
追
加
1
ペ
ー

ジ
2
0
0
0
円
、
た
だ
し
、
1
ペ
ー

ジ
だ
け
の
追
加
は
誌
面
編
集
の
関
係

上
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
2
ペ
ー
ジ
追

多彩な実績 多角的に顕彰

「海野十三の世界」集特

県立文学書道館刊行の記念誌から

（３）
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加
で
計
4
ペ
ー
ジ
、
掲
載
料
は
1
1
0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。
特
集
も
会
員
外

の
方
に
依
頼
の
場
合
や
特
例
を
除
き
、
一
般
作
品
に
準
じ
ま
す
。
掲
載
料
は
、

翌
年
1
月
末
に
郵
便
口
座
引
き
落
と
し
、
ま
た
は
郵
便
為
替
で
徴
収
し
ま
す
。

特特
集集
でで
取取
りり
上上
げげ
たた
いい
作作
品品
＆＆
テテ
ーー
ママ

昭
和
3
年
、
探
偵
小
説
「
電
気
風
呂
の
怪
死
事
件
」（
雑
誌
・
新
青
年
）
で
文

壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
海
野
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
作
品

を
世
に
出
し
続
け
て
い
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
海
野
十
三
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
ル
に

よ
っ
て
丘
丘
十
郎
（
お
か
お
か
・
じ
ゅ
う
ろ
う
）、蜆
貝
介
（
し
じ
み
・
か
い
す

け
）
栗
戸
利
休
（
く
り
と
・
り
き
ゅ
う
）、京
人
生
（
き
ょ
う
・
じ
ん
せ
い
）
と

使
い
分
け
る
な
ど
、
多
彩
。
ど
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
か
は
会
員
皆
さ
ん
に
ご

一
任
。

著
作
に
限
ら
ず
、
交
流
の
深
か
っ
た
江
戸
川
乱
歩
、
横
溝
正
史
ら
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
ふ
る
さ
と
徳
島
と
の
か
か
わ
り
、
映
画
化
さ
れ
た
「
東
京
要
塞
」、戦

地
の
十
三
に
送
っ
た
英
夫
人
の
手
紙
…
等
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

海

野

十

三

の

略

年

譜

明
治
30
年

12
月
26
日
、
徳
島
市
徳
島
本
町
に
生
ま
れ
る
。

明
治
37
年

福
島
小
学
校
に
入
学
。
3
年
の
途
中
ま
で
在
籍
し
た
。

明
治
39
年

父
が
神
戸
税
関
に
転
職
し
た
た
め
、
7
月
、
神
戸
市
に
転
居
。

明
治
42
年

母
か
ず
亡
く
な
る
。

明
治
43
年

神
戸
一
中
に
入
学
。
父
が
再
婚
。

明
治
44
年

一
家
は
東
京
に
転
居
。
昌
一
は
ひ
と
り
神
戸
に
残
る
。

大
正
4
年

3
月

神
戸
一
中
を
卒
業
。
上
京
し
て
浅
草
今
戸
で
家
族
と
共
に

生
活
す
る
。

大
正
5
年

早
稲
田
大
学
予
科
に
入
学
。

大
正
8
年

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
電
気
科
に
進
む
。

大
正
9
年
「
野
球
界
」に
京
人
生
の
名
義
で「
野
球
狂
の
神
経
衰
弱
」を
掲
載
。

大
正
12
年

早
大
卒
業
。
逓
信
省
電
気
試
験
所
に
勤
務
、
無
線
の
研
究
に
従
事
。

こ
の
年
、
友
人
の
妹
・
樋
口
た
か
子
と
結
婚
。
9
月
の
震
災
で
浅

草
今
戸
の
自
宅
が
全
焼
す
る
。

大
正
13
年

こ
の
頃
か
ら
電
気
関
係
の
雑
誌
へ
の
執
筆
が
増
え
る
。
早
稲
田
電

気
工
学
会
庶
務
幹
事
に
就
任
。
長
女
朝
子
生
ま
れ
る
。

大
正
14
年

7
月
、
電
気
試
験
所
調
査
報
告
と
し
て
工
政
会
出
版
部
か
ら
「
米

国
製
真
空
管
一
般
特
性
表
」（
佐
野
昌
一
名
義
）
を
刊
行
。
技
術
専

門
書
の
処
女
出
版
。

昭
和
1
年

1
月
、「
無
線
と
実
験
」
に
科
学
童
話
「
ラ
ヂ
夫
と
電
子
王
の
話
」

（
栗
戸
利
休
名
義
）
を
発
表
。
初
め
て
活
字
化
さ
れ
た
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
。

昭
和
2
年

3
月
、「
無
線
電
話
」
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
海
野
十
三
を
使
っ
た
初
の

科
学
小
説
「
遺
言
状
放
送
」
を
発
表
。
11
月
、「
科
学
画
報
」
主

催
の
懸
賞
科
学
小
説
に
「
謎
の
短
波
無
線
局
」
を
応
募
す
る
が
、

翌
年
1
月
の
発
表
に
よ
る
と
選
外
佳
作
。

昭
和
3
年

4
月
、「
新
青
年
」
に
「
電
気
風
呂
の
怪
死
事
件
」
を
発
表
し
、

探
偵
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。4
月
3
日
、た
か
子
夫
人
死
去
。5
月
、

「
壊
れ
た
バ
リ
コ
ン
」
を
「
無
線
と
実
験
」
に
発
表
。

昭
和
4
年

6
月
、「
白
蛇
の
死
」、10
月
、「
赤
耀
館
事
件
の
真
相
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
「
新
青
年
」
に
発
表
。

昭
和
5
年

4
月
、「
電
気
看
板
の
神
経
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。
8
月
、

海
野
十
三
名
義
の
初
の
単
行
本
「
麻
雀
の
遊
び
方
」
を
博
文
館
か

ら
刊
行
。
11
月
、「
空
中
楼
閣
の
話
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。

同
月
、
電
気
試
験
所
の
神
崎
英
と
結
婚
。
荏
原
郡
世
田
谷
町
に
新

居
を
定
め
る
。

昭
和
6
年

1
月
、「
人
造
人
間
殺
害
事
件
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。
二
女

陽
子
生
ま
れ
る
。
11
月
、「
振
動
魔
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。

昭
和
7
年

3
月
、「
ラ
ヂ
オ
殺
人
事
件
」
を
「
改
造
」
に
発
表
。
5
月
、
処

女
長
編
「
葬
送
曲
」
を
「
朝
日
」
に
連
載
。
10
月
、「
爬
虫
館
殺

人
事
件
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。
12
月
、
初
の
小
説
集
「
電
気

風
呂
の
怪
死
事
件
」
を
春
陽
堂
か
ら
刊
行
。「
爬
虫
館
事
件
」
を

「
新
青
年
」に
発
表
。丘
丘
十
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
い
始
め
る
。

昭
和
8
年

8
月
、「
太
平
洋
雷
撃
戦
隊
」
で
「
少
年
倶
楽
部
」
に
初
登
場
。

三好市で盛大に授賞式

（４）



長
男
晴
彦
生
ま
れ
る
。「
赤
外
線
男
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。

昭
和
9
年

「
俘
囚
」「
人
間
灰
」
な
ど
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。

昭
和
10
年

電
気
試
験
所
を
辞
し
、
作
家
専
業
と
な
る
。
9
月
、「
三
人
の
双

生
児
」を「
新
青
年
」に
発
表
。
こ
の
年
、
二
男
暢
彦
生
ま
れ
る
。

昭
和
11
年

弁
理
士
の
資
格
を
取
得
。
7
月
、「
深
夜
の
市
長
」
出
版
記
念
会
。

11
月
、
30
年
ぶ
り
に
故
郷
徳
島
を
訪
れ
る
。

昭
和
12
年

木
々
高
太
郎
・
小
栗
虫
太
郎
と
の
共
同
編
集
に
よ
り
探
偵
雑
誌

「
シ
ュ
ビ
オ
」
を
創
刊
。「
モ
ダ
ン
日
本
」
に
「
十
八
時
の
音
楽

浴
」
を
発
表
。
三
男
昌
彦
生
ま
れ
る
。

昭
和
13
年

3
月
、
初
の
映
画
化
作
品
「
東
京
要
塞
」
公
開
。「
浮
か
ぶ
飛
行

島
」と「
大
空
魔
艦
」を
連
載
。
佐
野
電
気
特
許
事
務
所
を
開
く
。

昭
和
14
年

9
月
、「
火
星
兵
団
」
を
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
な
ど
に
発
表
。

昭
和
16
年

秋
、
海
軍
省
か
ら
徴
用
礼
状
を
受
け
取
り
、
海
軍
報
道
班
員
に
任

命
さ
れ
る
。
11
月
、
文
芸
講
演
会
で
四
国
を
訪
れ
る
。
こ
の
年
、

「
人
造
人
間
エ
フ
氏
」
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
。

昭
和
17
年

1
〜
5
月
、
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
南
方
ラ
バ
ウ
ル
へ
。
7
月
4

日
、
吉
岡
専
造
が
海
野
十
三
宅
を
訪
問
。
徳
島
の
県
教
育
会
館
で

文
芸
講
演
会
。

昭
和
18
年

「
栗
水
兵
戦
地
」「
不
思
議
な
飛
行
士
」
な
ど
を
発
表
、「
怪
鳥
艇
」

が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
。

昭
和
19
年

1
月
、「
潜
水
島
」
を
「
少
女
ク
ラ
ブ
」
に
発
表
。「
成
層
圏
戦
隊
」

が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
。「
潜
水
島
」「
宇
宙
戦
隊
」
を
発
表
。
12
月

か
ら
空
襲
都
日
記
つ
け
始
め
る
。

昭
和
20
年

「
新
空
魔
艦
」
を
「
飛
行
少
年
」
に
発
表
。
5
月
、「
潜
水
島
」

が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
。
終
戦
と
な
り
、
一
家
心
中
を
決
意
し
遺
書

を
作
成
す
る
が
果
た
さ
ず
、
丘
名
義
で「
地
球
発
狂
事
件
」を「
協

力
新
聞
」
に
発
表
。

昭
和
21
年

3
月
、
丘
名
義
で
「
四
次
元
漂
流
」
を
「
子
供
の
科
学
」
に
発
表
。

6
月
、
喀
血
し
、
体
力
が
低
下
す
る
。
こ
の
年
、
上
田
光
雄
主
宰

の
日
本
科
学
哲
学
会
・
科
学
小
説
創
作
会
の
顧
問
と
な
る
。「
密

林
荘
事
件
」「
骸
骨
館
」
な
ど
発
表
。

昭
和
22
年

2
月
、
公
職
追
放
の
仮
指
定
を
受
け
る
。
6
月
、
再
び
喀
血
。

昭
和
23
年

4
月
、
公
職
適
否
審
査
委
員
会
に
よ
り
非
該
当
と
決
定
。
仮
指
定

を
解
除
さ
れ
る
。「
怪
星
ガ
ン
」「
透
明
猫
」
な
ど
発
表
。
7
月
、

こ
の
頃
か
ら
横
溝
正
史
に
毎
日
の
よ
う
に
手
紙
を
出
す
。
亡
く
な

る
当
日
ま
で
続
い
た
。

昭
和
24
年

5
月
14
日
、
横
溝
正
史
宅
を
訪
問
。
5
月
17
日
、
結
核
の
た
め
世

田
谷
区
若
林
の
自
宅
で
死
去
。享
年
51
歳
。5
月
23
日
、告
別
式
。

昭
和
25
年

木
々
高
太
郎
監
修
で
、「
海
野
十
三
全
集
」

全
8
巻
が
東
光
出
版
社
か
ら
刊
行
。

昭
和
30
年

5
月
28
日
、
海
野
十
三
慰
霊
祭
。

昭
和
37
年

阿
波
掃
台
会（
山
本
武
男
代
表
）と
四
国
文
学
界（
佃
實
夫
代
表
）

が
中
心
と
な
っ
て
「
海
野
十
三
の
碑
を
建
て
る
会
」
が
結
成
さ
れ

る
。
会
報
「
Ｊ
Ｕ
通
信
」
を
発
行
し
、
徳
島
公
園
に
海
野
十
三
碑

を
建
立
し
た
。

平
成
2
年

三
一
書
房
か
ら
「
海
野
十
三
全
集
」
13
巻
、
別
巻
（
2
冊
）
の
刊

行
が
始
ま
る
。
平
成
5
年
1
月
完
結
。

平
成
4
年

7
月
25
日
、
徳
島
市
で
「
海
野
十
三
の
会
」
結
成
。

平
成
5
年

5
月
、
徳
島
市
中
央
公
園
内
の
海
野
十
三
碑
を
市
内
安
宅
町
、
四

所
明
神
前
へ
修
復
移
転
。
7
月
、
中
央
公
園
内
に
海
野
十
三
碑
を

新
し
く
建
立
し
た
。

平
成
10
年

5
月
17
日
、
海
野
十
三
の
会
編
「
Ｊ
Ｕ
通
信
復
刻
版
」
刊
行
。

平
成
12
年

5
月
17
日
、海
野
十
三
の
会
編「
海
野
十
三
メ
モ
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
」

刊
行
。

平
成
14
年

10
月
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
が
開
館
し
、
海
野
十
三
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
る
。

平
成
15
年

佐
野
英
さ
ん
（
海
野
十
三
夫
人
）
亡
く
な
る
。

平
成
19
年

3
月
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
が
海
野
十
三
短
編
集
「
三
人
の
双

生
児
」「
十
八
時
の
音
楽
浴
」（
こ
と
の
は
文
庫
）
刊
行
。

※
こ
の
年
譜
は
、
県
立
文
学
書
道
館
が
平
成
20
年
「
生
誕
一
一
〇
年
記
念

日
本
Ｓ
Ｆ
の
父
・
海
野
十
三
展
」
開
催
時
に
発
行
さ
れ
た
記
念
冊
子
か

ら
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（５）



平成27年度 徳島ペンクラブ事業報告

期 日 ・ 備 考

12月末発刊、送付
ペンクラブ賞表彰式は
28年度3月20日の研修
会で
講師に徳島城博物館の
根津寿夫学芸員「城下
町徳島の歴史を学ぶ」

表彰式
平成27年10月4日（日）
阿波観光ホテルにて

6月に第一次選考
7月に最終選考

3月27日（金）

10月12日（月）

県民文化祭のための臨
時招集
会場の都合により変更
もあり

内 容

年1回刊行しているもので、今年度は PART33号
特集 モラエスの魅力いま一度
ペンクラブ賞 平成28年3月に発表

会員への通知、ニュース等 171～173号を発行

第16回
審査員は、徳島大学教授 依岡隆児氏

徳島新聞 生活文化部 撫養次長
竹内会長

大賞 櫻川ふみ（鈴木綾子）「生涯青春」
準大賞 正木孝枝「京都食べ歩き隊」
佳作 粟谷 健「物を言う茶碗」

星野 凜「洋上を思う」
雫 俊一「我が家の鳥たち」

奨励賞 佐藤智美「読まれるということは」

春 愛媛県（松山東高校、坊っちゃん列車、秋山兄弟の
生家、砥部町の坂村真民記念館）
秋 高知県（県立文学館、寺田寅彦記念館、高知放送ホ
ールにて山本一力＋檀ふみ対談を見学）

理事会を毎月1回、原則第1土曜に開催
イベントに応じての臨時招集有り

第17回徳島県民文化祭分野別フェスティバル
テーマ「モラエス文学の魅力」 11月21日（土）
創立50周年誌プロジェクト発足

編集長に杉田理事

野口雨情歌碑 建立協力

三好市 富士正晴第6回高校文芸誌賞
最優秀 岩手県立盛岡第四高等学校

事 業 名

徳島ペンクラブ選集

ペンクラブ通信

とくしま随筆大賞

文学旅行

理事・執行部会

主催事業

協賛・協力事業

（６）



平成27年度 収支決算
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

Ａ 収入総額 2，308，879円
Ｂ 支出総額 1，872，190円
Ｃ 差 引 額 436，689円（次年度へ繰越）

内 訳
平成27年度会費 5，000円×146人＝730，000円
ペンクラブ選集 PART33掲載料 451，000円

2頁 7，000円×54人＝378，000円
3頁 9，000円× 2人＝18，000円
4頁 11，000円× 5人＝55，000円

会合出席者負担金 総 会 4，000円×44人＝176，000円
新年会 0円

県民文化祭助成金 199，000円
春秋の文学旅行寄付金 11，800円
ペンクラブ選集売上代金 33，325円
利息 118円
前年度会費 15，000円

予 算 額
745，000

720，000

250，000
3，000

20，064

15，000
692，636
2，445，700

決 算 額
730，000

627，000

199，000
11，800

33，443

15，000
692，636
2，308，879

科 目
会 費 収 入

負担金収入

補助金収入
寄付金収入

雑 収 入

未収金収納
前年度繰越金

計

内 訳
ペンクラブ選集印刷代 829，892円
ペンクラブ通信印刷費 88，560円
徳島随筆大賞関係 145，290円
研修会その他 47，185円
事務局 47，274円
選集33号発送費 65，232円
ペンクラブ通信発送費 38，523円
その他通信費 53，868円
理事会・役員会他 46，032円
総会 177，158円
新年会 0円
徳島市文化協会会費等 9，000円
出版文化賞祝 10，960円
事務用品（インク・用紙他） 9，281円
県民文化祭参加事業「モラエス文学の魅力」284，765円
振込手数料等 19，170円

0円

予 算 額

1，130，000

410，000

260，000

10，000
20，000
20，000
350，000
40，000
205，700
2，445，700

決 算 額

1，110，927

204，897

223，190

9，000
10，960
9，281
284，765
19，170

0
1，872，190

科 目

事 業 費

通 信 費

会 議 費

諸 会 費
慶 弔 費
事 務 費
特別事業費
雑 費
予 備 費

計

平成27年度の収支決算について監査の結果、適正に処理されていたことを認めます。
平成28年4月26日

A 収入の部

Ｂ 支出の部

（７）



平成28年度 徳島ペンクラブ事業計画

期 日

9月末締め切り
12月末 発行発送予定

ペンクラブ賞投票

年数回発行

6月末〆切
審査6月～8月予定

表彰式 日程未定

4月29日㈰実施済み
11月予定

来春3月予定

基本的に定例毎月第一
土曜午前10時から文学
書道館にて

理事会で内容等を検
討、具体的に進める

各役員・全会員参加協
力で仕上げていく

内 容

年1回刊行しているもので、今年度は PART34号
特集 海野十三（予定）

ペンクラブ賞1名・次点数名を選出する。

会員への通知、ニュース等

第17回
審査員は、徳島大学教授 依岡隆児氏

徳島新聞 生活文化部 部長
竹内会長

（大賞、準大賞は作品をペンクラブ選集に掲載）

春は第1回文学散歩（徳島市南佐古の山麓コース）
秋の文学旅行は「大阪・堺市」安曇統太理事が担当

講演とペンクラブ賞授賞式、懇親会などを兼ねて開催

毎月第1土曜に開催（会場の都合で変更あり）
その他、必要に応じて理事会・執行部会を招集

平成28年度徳島県民文化祭分野別フェスティバル事業
テーマ「日本 SFの父 海野十三」 10月16日予定

50周年記念誌発刊準備（平成29年9月発刊予定）

理事会で協議し、必要と認めた事業の実施、

依頼事業（文学関係）の支援・後援・共催事業など

三好市 富士正晴全国同人雑誌賞

事 業 名

ペンクラブ選集

ペンクラブ通信

とくしま随筆大賞

文学旅行（散歩）

研修、講演

理事・執行部会

主催事業

特別事業

その他

事業協力

選集の負担金について
会員負担金 2ページ（原稿用紙5枚2000字まで）7000円

追加1ページ（原稿用紙2．5枚1000字以内）につき2000円
（1ページだけの追加は編集の関係上ご遠慮ください）

配布数 会員 1部 会員執筆者 3部
追加分 1部千円にて販売 ※会員外の販売は原則定価（書店売りと同じ1500円）

※掲載料が高いという指摘を再々いただいておりますが、依頼原稿への謝礼や郵送費等もあり、なかなか財政は
厳しいのが現状です。当面は現状で運営してまいりますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

（８）



平成28年度 収支予算
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

Ａ 収入総額 2，114，800円
Ｂ 支出総額 2，114，800円
Ｃ 差 引 額 0円

内 訳

平成28年度会費 5，000円×148人＝740，000円

ペン選集 part34掲載料 500，000円
会合出席者負担金 総会 4，000×40人＝160，000円

県民文化祭助成金 250，000円

各種寄付金等 3，000円

ペンクラブ選集等売上代金 20，000円
利息 111円

前年度会費 1名 5，000円

前年度予算額

745，000

720，000

250，000

3，000

20，064

15，000

692，636

2，445，700

本年度予算額

740，000

660，000

250，000

3，000

20，111

5，000

436，689

2，114，800

科 目

会 費 収 入

負担金収入

補助金収入

寄付金収入

雑 収 入

未収金収納

前年度繰越金

計

内 訳

ペンクラブ選集印刷代 800，000円
ペンクラブ通信印刷代 100，000円
徳島随筆大賞賞金等 100，000円
講演会・研修会 100，000円

事務局 50，000円
総会案内・通信送料等 160，000円

理事会・役員会等 100，000円
総会 160，000円

徳島市文化協会会費等

事務用品代他

県民文化祭参加事業「海野十三」 300，000円
50周年記念事業準備 50，000円

振込手数料等

前年度予算額

1，130，000

410，000

260，000

10，000

20，000

20，000

350，000

40，000

205，700

2，445，700

本年度予算額

1，100，000

210，000

260，000

10，000

20，000

10，000

350，000

40，000

144，800

2，114，800

科 目

事 業 費

通 信 費

会 議 費

諸 会 費

慶 弔 費

事 務 費

特別事業費

雑 費

予 備 費

計

※各科目間の流用を認める

A 収入の部

Ｂ 支出の部

（９）



三番町四番町

椎宮八幡神社 万年山墓所

立
正
寺
臨
江
寺

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

大安禅寺 諏
訪
神
社

清
水
寺

中央病院

田宮川

城西中
佐古駅

蔵本駅

大安寺
若
宮
神
社

徳島駅

事
代
主
神
社

佐古小
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佐古配水場
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4月29日

県
外
へ
の
文
学
旅
行
に
代
わ
っ
て
の
第
1
回
春
の
文
学
散

歩
は
、
風
は
や
や
強
か
っ
た
が
好
天
に
恵
ま
れ
た
祝
日
の
4

月
29
日
、
27
人
が
参
加
し
て
眉
山
の
北
側
、
南
佐
古
の
山
麓

コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
た
。

午
前
10
時
、
集
合
場

所
の
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

前
を
出
発
。
南
佐
古
一

番
町
の
臨
江
寺
を
皮
切

り
に
、
眉
山
の
麓
沿
い

せ
い
す
い

を
諏
訪
神
社
―
清
水

寺
―
佐
古
配
水
場
―

大
安
寺
―
六
番
町
の

椎
宮
八
幡
神
社
の
順
で

見
て
回
っ
た
。
眉
山
の

北
麓
沿
い
の
こ
の
コ
ー

ス
は
、
由
緒
の
あ
る
寺

や
神
社
、
墓
所
が
点
在

し
て
見
飽
き
る
こ
と
が

な
い
。
当
初
予
定
し
て

い
た
蜂
須
賀
家
の
墓
所

で
あ
る
万
年
山
墓
所
は
、
参
加
者
の
年
と
体
力
を
考
え
て
断
念
し
た
。

南
佐
古
一
番
町
か
ら
七
番
町
に
か
け
て
は
、
道
幅
こ
そ
狭
い
が
平
坦
で
、
車

の
往
来
も
少
な
く
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
諏
訪
神
社
や
椎
宮
さ
ん
の

ツ
ツ
ジ
は
や
や
時
節
を
逸
し
て
い
た
が
、
新
緑
が
カ
バ
ー
し
て
余
り
あ
っ
た
。

見
学
の
要
所
要
所
で
は
、
今
回
の
文
学
散
歩
担
当
の
丁
山
俊
彦
さ
ん
が
ガ
イ
ド

役
を
務
め
、
一
行
を
近
く
に
あ
り
な
が
ら
見
逃
し
が
ち
だ
っ
た
い
に
し
え
の
阿

雑雑
感感

先
日
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
、
南
佐
古

の
街
を
歩
い
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
諏
訪
神
社
の
急
な
階
段
の
入

口
に
、
巨
大
な
石
が
あ
る
の
に
気

が
付
い
た
。
正
面
に
は
「
ま
よ
い

ご
石
」
と
深
く
彫
ら
れ
て
い
る
。

丁
山
さ
ん
の
説
明
で
、
徳
島
に
も

江
戸
時
代
の
「
ま
よ
い
ご
石
」
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
初
め
て
知

っ
た
。

京
都
の
新
京
極
に
あ
る
誓

願
寺
の
入
口
に
「
迷
子
み
ち

し
る
べ
」
と
書
か
れ
た
石
標

が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
。

左
側
に
は
「
さ
が
す
方
」、右

側
に
は
「
教
し
ゆ
る
方
」
と

あ
り
、
い
な
く
な
っ
た
子
を

捜
す
親
が
、
子
供
の
名
前
や

特
徴
を
書
い
た
紙
を
左
に
張

り
、
子
供
を
見
つ
け
た
人

が
、
そ
の
子
の
特
徴
や
自
分

の
住
所
を
書
き
右
側
に
張
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
江
戸
時
代

は
、
今
と
違
っ
て
迷
子
を
探
す
こ
し
る
べ

と
が
困
難
な
時
代
だ
っ
た
。
標
は

親
に
と
っ
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た

こ
と
と
思
う
。
京
都
に
は
、
八
坂

神
社
や
北
野
天
満
宮
に
も
同
じ
よ

う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
現
代

で
も
、
参
拝
で
人
が
多
く
集
ま
る

と
こ
ろ
だ
。
江
戸
時
代
、
特
に
祭

礼
の
時
の
混
雑
は
相
当
な
も
の

で
、
親
に
は
ぐ
れ
る
子
供
が
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
佐
古
の
諏
訪
神
社
は
、

迷
子
の
出
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
の
か
。

江
戸
時
代
、
佐
古
は
佐
古
川
の

水
運
に
よ
り
商
業
の
盛
ん
な
土
地

で
と
て
も
栄
え
て
い
た
そ
う
だ
。

実
は
こ
の
こ
と
も
、
今
回
説
明
を

聞
い
て
初
め
て
知
っ
た
。
諏
訪
神

社
は
、
蜂
須
賀
家
の
庇
護
を
受

け
、
佐
古
の
町
衆
の
寄
進
も
多
か

っ
た
。
祭
り
の
時
の
夜
店
は
、
周

辺
を
埋
め
尽
く
し
て
し
ま
う

ほ
ど
大
規
模
で
あ
っ
た
そ
う

だ
。

は
や

阿
波
踊
り
の
囃
し
こ
と

ば
、「
笹
山
通
れ
ば
笹
ば
か

り
」
の
笹
山
は
「
佐
古
山
」

の
こ
と
だ
と
い
う
話
も
、
佐

古
が
栄
え
注
目
さ
れ
て
い
た

地
域
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
回
、
私
た
ち
の
歴
史
散

歩
は
、
一
人
の
迷
子
を
出
す

こ
と
も
な
く
無
事
に
終
了
し
た
。

こ
れ
は
参
加
者
の
ひ
と
り
が
持
っ

て
き
て
く
れ
た
笛
の
お
か
げ
で
あ

る
。
車
が
来
た
時
や
、
分
か
れ
道

で
迷
い
そ
う
な
時
、
い
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
笛
が
高
ら
か
に
鳴
っ
て
注

意
し
て
く
れ
た
の
だ
。

今
回
の
企
画
か
ら
説
明
等
、
丁

山
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
も
楽
し
み
で
あ
る
。

（
正
木
孝
枝
）

第第第
111
回回回

春春春
ののの
文文文
学学学
散散散
歩歩歩

27人 街の歴史とウオーク満喫

臨江寺―諏訪神社―清水寺―大安寺―椎宮神社

ままよよいいごご石石

丁
山
俊
彦
さ
ん
が
ガ
イ
ド
役

（１０）



会
員
ト
ピ
ッ
ク
ス

会
員
ト
ピ
ッ
ク
ス

辻
本
さ
ん

創

設

箱
ま
わ
し
保
存
会
20
周
年
祝
う

波
の
歴
史
の
世
界
に
い
ざ
な
っ

て
い
た
だ
い
た
。

ち
ょ
っ
と
遅
め
の
昼
食
を
、

椎
宮
神
社
近
く
の
「
竹
庵
」
と

い
う
店
で
、
全
員
、
ミ
ニ
丼
付

き
の
う
ど
ん
定
食
を
一
緒
に
頂

い
て
、
流
れ
解
散
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
文
学
散
歩
と
い
う
よ

り
阿
波
の
歴
史
散
歩
と
い
っ
た

趣
だ
っ
た
が
、
参
加
者
の
評
判

も
上
々
で
、
文
学
旅
行
に
代
わ

る
春
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着

し
そ
う
だ
。

（
文
学
散
歩
の
詳
報
は
12
月
末

発
行
の
選
集
に
掲
載
）

辻
本
一
英
さ
ん
が

創
設
し
、
現
在
顧
問

を
務
め
て
い
る
阿
波

木
偶
箱
ま
わ
し
保
存

会
（
中
内
正
子
会

長
）
の
発
足
20
周
年

を
祝
う
会
が
、
辻
本

さ
ん
の
「
水
木
十
五

堂
賞
」
受
賞
祝
賀
を

兼
ね
て
4
月
30
日
、
徳
島
市
の
阿
波

観
光
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
飯
泉
知
事
ほ

か
県
内
外
の
文
化
関
係
者
ら
2
3
0

人
が
出
席
し
、
盛
大
に
祝
っ
た
。
ペ

ン
ク
ラ
ブ
か
ら
も
竹
内
会
長
を
は
じ

め
多
数
の
会
員
が
は
せ
参
じ
、
辻
本

さ
ん
ら
の
功
績
を
た
た
え
た
。

保
存
会
で
は
、
1
9
9
5
年
か
ら

長
年
に
わ
た
っ
て
一
人
遣
い
の
人
形

芝
居
の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

飯
泉
知
事
は
「
徳
島
の
伝
統
文
化
を

世
界
に
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
。
日

本
文
化
を
さ
ら
に
け
ん
引
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
祝
賀
会
で
は
、
正
月
の
門
付
芸
・
三
番
叟
ま
わ
し
な

ど
の
実
演
や
、
同
会
の
活
動
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
あ
っ
た
。

椎
宮
神
社
が
誇
る
ツ
ツ
ジ
の
横
で
記
念
撮
影

保存会会員による門付芸の実演㊤あいさつする
辻本一英さん㊨（阿波観光ホテル）

諏訪神社下を探索する一行

幕末の三筆・貫名菘翁（ぬきな・すうおう）ゆかりの寺・清水寺

（１１）



青
海
波
俳
句
会
主
宰
・
船
越
淑
子

さ
ん
の
自
身
2
カ
所
目
と
な
る
句
碑

（
写
真
）
が
4
月
18
日
、
四
国
八
十

八
箇
所
第
五
番
札
所
・
地
蔵
寺
の
境

内
に
お
目
見
え
し
た
。桜
御
影
石（
縦

1
・
4
㍍
、
横
1
・
2
㍍
）
に
は
、

「
大
河
の
闇
豊
か
な
り
二
番
藍

淑

子
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の

句
碑
は
10
年
ほ
ど
前
、
小
松
島
市
内

の
藤
樹
寺
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
日

の
句
碑
開
き
に
は
「
青
海
波
」
の
誌

友
ら
多
数
が
駆
け
つ
け
、
完
成
を
祝

っ
た
。

会会
員員
短短
信信★

杉
田
卓
弐
さ
ん

6
月
6
日
か
ら
6
日
間
、
東
京
銀

座
の
ど
真
ん
中
、
デ
パ
ー
ト
松
屋
前
の
井
上
画
廊
（
井

上
商
会
ビ
ル
3
階
）
で
個
展
「
杉
田
卓
弐
展
」
を
開
い

た
。
出
展
し
た
絵
は
、
徳
島
新
聞
社
退
職
後
、
ア
ー
ト

ス
ク
ー
ル
大
阪
で
学
ぶ
な
ど
し
て
描
い
た
30
〜
50
号
の

女
性
像
や
風
景
画
な
ど
の
油
彩
画
24
点
。
こ
れ
に
先
立

ち
、
3
月
1
日
か
ら
1
ヵ
月
間
、
徳
島
駅
前
の
森
珈
琲

店
で
も
同
様
の
個
展
（
写
真
）
を
開
い
た
。

★
眞
野
孝
彦
さ
ん

4
月
3
日
か
ら
29
日
ま
で
、
徳
島
市
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

喫
茶
グ
レ
イ
ス
で
「
眞
野
孝
彦

油
彩
画
展
」（
写
真
）
を
開
催
し
た
。
展
示
作

品
は
、
近
作
の
風
景
、
生
物
、
人
物
な
ど
、
Ｓ
Ｍ
（
2
号
）
か
ら
10
号
ま
で
の

小
品
25
点
ほ
ど
。
い
ず
れ
の
絵
も
、
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
店
内
に
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
、
来
客
ら
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

★
宮
田
憲
治
さ
ん

県
西
部
の
同
好
の
士

に
よ
る
「
ペ
ン
ク
ラ

ブ
西
阿
波
の
会
」（
13

人
）
を
立
ち
上
げ
、

6
月
1
日
、会
誌「
汽

水
」（
Ａ
5
、
20
ペ
ー
ジ
）＝

写
真＝

を
創
刊
し
た
。
内
容
は
、
短
歌
の
ほ
か
俳

句
、
川
柳
、
随
筆
、
童
話
な
ど
多
彩
。
地
元
児
童
の
俳
句
や
西
阿
波
ゆ
か
り
の

詩
人
の
色
紙
・
短
冊
展
の
模
様
も
。
編
集
は
、
こ
れ
も
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
服

部
俊
次
さ
ん
。
見
事
な
誌
面
構
成
で
、
作
品
の
魅
力
を
引
き
立
て
て
い
る
。
事

務
局
担
当
の
宮
田
さ
ん
は
「
将
来
は
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
支
部
の
よ
う
な
形
に
で
き

れ
ば
…
」
と
話
し
て
い
る
。

★
木
村
英
昭
さ
ん

徳
島
現
代
詩
協
会
の
会
長
に
こ
の
ほ
ど
就
任
し
た
。
長
年

務
め
ら
れ
た
扶
川
茂
さ
ん
に
代
わ
っ
て
の
登
壇
。「
私
は
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
リ
リ

ー
フ
。
今
年
は
協
会
発
足
30
周
年
に
当
た
る
。
記
念
誌
の
発
行
に
全
力
投
入
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

東
根

泰
章

〒
7
7
3
―
0
0
1
0

小
松
島
市
日
開
野
町
高
須
5
（
竹
内
会
長
、
鈴
木
副
会
長
）

訃訃

報報

島
田

忠
明
さ
ん
（
徳
島
市
大
和
町
2
丁
目
1
―
36
）

5
月
1
日
病
気
の
た
め
入
院
先
の
徳
島
市
民
病
院
で
死
去
。

享
年
71
歳
。
エ
ッ
セ
ー
が
お
得
意
で
、
徳
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
発
行
の

「
中
央
会
情
報
」
に
長
年
に
わ
た
っ
て
『
ち
ょ
っ
と
お
時
間
い
い
で
す
か
」
の

タ
イ
ト
ル
で
連
載
、
こ
の
3
月
発
行
の
中
の
エ
ッ
セ
ー
が
最
後
と
な
っ
た
。』

※
「
編
集
後
記
」
は
お
休
み
し
ま
し
た
。

（
倉
）

地
蔵
寺
に
2
つ
目
の
句
碑
完
成

船
越
淑
子
さ
ん

（１２）


